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ΛCDM宇宙モデルによると、銀河はダークマターの塊であるダークハローの内部で形成されて進化することが
予言されている。そのため、銀河進化を研究する上で様々な銀河種族の属するダークハローの性質を明らかにす
ることは極めて重要である。本講演では、高赤方偏移宇宙に存在するライマンブレイク銀河（以下、LBG）とそ
れらの属するダークハローの関係について報告する（Ishikawa et al. 2017, ApJ, 841, 8）。
我々は赤方偏移 3, 4, 5に存在する LBGの大規模サンプルを構築し（Toshikawa et al. 2016, ApJ, 826, 114）、

SEDフィッティング法（Tanaka 2015, ApJ, 801, 26）などを適用することで各 LBGの星質量を推定した。推定
された星質量を元に LBGサンプルをサブサンプルに分割してクラスタリング解析を行った。得られた二体角度
相関関数（以下、ACF）は明らかな星質量依存性を示し、またサンプル数が多いため広い角度スケールで S/N比
の高いACFが得られたことにより、小スケールでのべきの超過（1ハロー項）も確認された。我々は得られた高
精度な ACFに対して halo occupation distributionモデルを適用し、LBGを有するダークハローの詳細な性質
について調べた。その結果、赤方偏移 3から 5にかけて存在する LBGは 1011.7 − 1012.8h−1

M⊙程度の質量を持
つダークハロー内に存在し、また赤方偏移 2よりも近傍での結果（McCracken et al. 2015, MNRAS, 449, 901;
Ishikawa et al. in prep.）と比較すると衛星銀河が極めて少ないことが明らかになった。さらに星・ダークハロー
質量比を計算したところ、数値シミュレーションによるモデル予測（Behroozi et al. 2013, ApJ, 770, 57）と極
めて高い精度で一致することが示された。


